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尾
藤
二
洲
の
朱
子
学
と
懐
徳
堂
の
朱
子
学
と

藤　

居　

岳　

人

は
じ
め
に

　

尾
藤
二
洲
（
一
七
四
七
～
一
八
一
三
）
は
伊
予
・
川
之
江
の
人
。

名
は
孝
肇
。
字
は
志
尹
。
通
称
は
良
佐
。
二
洲
の
他
に
約
山
と
も

号
す
る
。
二
四
歳
の
と
き
に
上
坂
し
て
、
し
ば
ら
く
後
に
片
山
北

海
が
主
宰
す
る
混
沌
社
の
準
社
友
と
な
る
。
頼
春
水
・
古
賀
精
里

ら
と
知
己
と
な
り
、
詩
作
と
並
行
し
て
、
と
も
に
朱
子
学
の
研
鑽

に
努
め
た
。
二
洲
は
後
に
昌
平
坂
学
問
所
儒
官
と
な
り
、
寛
政
改

革
時
に
は
い
わ
ゆ
る
寛
政
の
三
博
士
（
二
洲
・
精
里
に
柴
野
栗
山

を
加
え
た
三
名
の
朱
子
学
者
）
の
一
人
と
し
て
朱
子
学
振
興
に
努

め
る
こ
と
に
な
る
。
混
沌
社
で
の
出
会
い
を
契
機
と
し
た
二
洲
や

春
水
ら
の
朱
子
学
振
興
グ
ル
ー
プ
は
、
後
に
近
世
後
期
朱
子
学
派

と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る（

１
）。

　

懐
徳
堂
最
盛
期
の
儒
者
で
第
四
代
学
主
の
中
井
竹
山
と
そ
の
弟

履
軒
の
兄
弟
は
、
混
沌
社
社
友
に
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、

混
沌
社
の
関
係
者
と
の
交
流
は
頻
繁
だ
っ
た
。
頼
春
水
が
大
坂
時

代
に
交
遊
し
た
知
己
に
つ
い
て
記
し
た
『
在
津
紀
事
』
に
よ
れ
ば
、

竹
山
は
社
友
だ
っ
た
明
石
藩
留
守
居
役
の
大
畠
赤
水
と
の
関
係
か

ら
混
沌
社
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
履
軒
は
特
に
二
洲
と
親
し

か
っ
た
と
言
う
。

　

初
代
学
主
三
宅
石
庵
の
頃
に
お
け
る
懐
徳
堂
の
学
風
は
、「
鵺ぬ

え

学
問
」
と
呼
ば
れ
て
諸
学
折
衷
の
傾
向
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、

竹
山
・
履
軒
の
頃
の
学
風
は
、
彼
ら
の
師
だ
っ
た
五
井
蘭
洲
の
影

響
も
あ
っ
て
朱
子
学
を
最
も
尊
重
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
当
然
、

二
洲
ら
近
世
後
期
朱
子
学
派
の
儒
者
ら
の
立
場
と
は
近
し
い
関
係

に
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
混
沌
社
を
中
心
と
し
た
密
接
な
交
流
も
可

能
だ
っ
た
と
言
え
る
。
た
だ
、
上
述
の
『
在
津
紀
事
』
に
お
い
て
、

春
水
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
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竹
山
は
自
ら
居
士
と
号
し
、
履
軒
は
自
ら
幽
人
と
号
す
。
皆

な
処
士
の
称
為
り
。
履
軒
は
外
交
せ
ず
、
実
に
幽
人
な
り
。

倶と
も

に
実
践
を
務
む
。
学
は
程
朱
を
主
と
し
て
、
時
に
或
い
は

出
入
す
。（『
在
津
紀
事
』
上
）（
原
漢
文
）

　

ま
た
、
春
水
は
そ
の
著
『
師
友
志
』
に
お
い
て
も
、「〔
中
井
竹

山
・
履
軒
〕
兄
弟
は
皆
な
山
斗
の
望
み
有
り
。
其
の
学
は
程
朱
を

信
ず
る
こ
と
純
な
ら
ざ
る
を
恨
み
と
為
す
」（
原
漢
文
）
と
述
べ

て
い
る
。
こ
の
春
水
の
言
葉
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
近
世
後

期
朱
子
学
派
は
懐
徳
堂
の
朱
子
学
を
純
粋
の
朱
子
学
と
は
見
て
い

な
か
っ
た
。
で
は
、
両
者
の
朱
子
学
的
立
場
に
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
異
同
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
近
世
後
期
朱
子

学
派
の
儒
者
の
代
表
と
し
て
尾
藤
二
洲
、
懐
徳
堂
の
儒
者
の
代
表

と
し
て
中
井
履
軒
を
主
に
取
り
上
げ
て
、
両
者
の
朱
子
学
的
立
場

の
異
同
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

一
、
尾
藤
二
洲
の
朱
子
学
転
向

�

―
古
学
・
陸
王
学
か
ら
朱
子
学
へ
―

　

ま
ず
、
先
学
の
研
究
に
拠
り
つ
つ
、
尾
藤
二
洲
の
朱
子
学
の
様

相
を
明
ら
か
に
す
る（

２
）。

そ
も
そ
も
川
之
江
で
学
問
を
修
め
は
じ
め

た
頃
の
二
洲
の
儒
学
は
、
学
問
の
師
だ
っ
た
儒
医
宇
田
川
楊
軒
が

徂
徠
学
者
だ
っ
た
影
響
か
ら
徂
徠
学
の
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は

当
時
の
み
ず
か
ら
の
学
問
に
つ
い
て
「
好
ん
で
物
氏
復
古
の
学
を

為お
さ

む
。当
時
以
為
ら
く
、聖
人
の
道
は
此
に
求
め
て
備
わ
る
」（「
藤

村
合
田
二
老
人
に
与
う
る
書
」）
と
二
洲
自
身
が
述
べ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
わ
か
る（

３
）。

ち
な
み
に
「
藤
村
合
田
二
老
人
」
と
は
、
藤

村
直
香
と
合
田
彊
と
で
あ
る
。
両
者
と
も
讃
岐
和
田
浜
の
人
で
二

洲
の
旧
知
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
若
年
時
の
二
洲
は
徂
徠
学
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
儒
学

の
学
派
に
迷
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
漢
文
で
記
さ
れ
た
彼
の
著

書
『
素
餐
録
』
の
題
言
に
次
の
よ
う
に
言
う（

４
）。

道
の
多
岐
な
る
、
学
の
多
方
な
る
、
之
を
辨
ず
る
こ
と
の
明

ら
か
な
る
に
非
ず
ん
ば
、
何
を
以
て
正
路
を
識
り
て
差た

が

わ
ざ

る
を
獲
ん
や
。
余　

少わ
か

く
し
て
伊
物
に
惑
い
、
又
た
陸
王
に

溺
る
。
彼
に
出
て
此
に
入
り
て
、
止
ま
る
所
を
知
ら
ず
。
歳

の
壮
に
及
ぶ
や
、
始
め
て
洛
閩
の
説
を
与
か
り
聞
く
。
乃
ち

其
の
初
め
を
顧
み
て
、
悚
然
と
し
て
自
ら
悔
ゆ
。（『
素
餐
録
』

題
言
）

　

も
と
も
と
徂
徠
学
を
学
ん
で
い
た
二
洲
だ
っ
た
が
、
上
坂
後
は

次
第
に
徂
徠
学
へ
の
疑
念
を
深
め
て
ゆ
く
。『
素
餐
録
』で
は
、「
仁

斎
徂
来マ

マ

の
徒
、
皆
な
自
ら
古
学
を
称
す
。
い
わ
ゆ
る
古
と
は
、
程
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朝
の
進
む
所
に
至
り
て
は
則
ち
啻た

だ
に
数
歩
の
み
な
ら
ず
。

吁あ
あ

、
惷
愚
に
し
て
早
く
宇
宙
有
益
の
書
の
此
く
の
如
き
者
有

る
を
暁
ら
ず
。（
頼
春
風
宛
二
洲
書
簡
、
年
月
不
詳
〔
明
和

八
年
（
一
七
七
一
）
ご
ろ
？
〕
二
七
日
付（

５
））

　

頼
春
風
は
、
春
水
に
従
っ
て
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
上
坂

し
て
古
林
見
宜
に
医
術
を
学
ん
だ
。
彼
は
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）

に
郷
里
の
竹
原
に
戻
っ
た
が
、
在
坂
時
は
二
洲
と
も
親
し
く
交
流

し
た
よ
う
で
あ
る
。
二
洲
は
春
風
に
『
二
程
全
書
』
を
借
り
た
よ

う
で
、
そ
の
『
二
程
全
書
』
中
の
、
特
に
程
顥
「
定
性
書
」
を
読

ん
で
大
い
に
喜
び
、「
定
性
書
」
を
「
宇
宙
有
益
の
書
」
だ
と
称

賛
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
も
朱
子
学
に
傾
倒
す
る

二
洲
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
藤
村
直
香
と
合
田
彊
と
に

宛
て
た
次
の
前
掲
書
簡
か
ら
も
同
様
に
二
洲
の
朱
子
学
へ
の
思
い

入
れ
が
深
ま
る
様
相
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

歳
の
庚
寅（
一
七
七
〇
年
）　

大
阪
に
来
た
り
て
、…〔
片
山
〕

北
海
は
乃
ち
教
う
る
に
孟
子
を
熟
読
す
る
を
以
て
す
。
因
り

て
其
の
教
う
る
如
く
す
る
者
数
月
、
稍や

稍や

物
氏
の
古
え
の
古

え
な
ら
ざ
る
こ
と
を
覚
る
。
然
る
後
に
中
庸
を
読
み
て
又
た

溯
り
て
易
を
読
む
。
是こ

こ

に
お
い
て
疑
う
者
日
に
解
け
て
、
喟

然
と
し
て
北
海
の
先
覚
為
る
を
嘆
ず
、
而
れ
ど
も
猶
未
だ
適

朱
に
従
わ
ざ
る
の
名
な
る
の
み
。
其
の
説
は
皆
な
新
奇
に
し
て
謂

わ
れ
無
し
。
何
の
古
か
之こ

れ

有
ら
ん
」（『
素
餐
録
』
三
二
四
条
）
と

徂
徠
学
と
同
じ
く
古
学
に
分
類
さ
れ
る
仁
斎
学
を
批
判
し
た
り
、

「
余　

既
に
悟
る
こ
と
有
る
や
、
悔
懼
置
く
こ
と
無
し
。
…
乃
ち

復
た
陸
王
の
誤
る
所
と
為
る
者
累
年
、
墨
に
逃
ぐ
れ
ば
必
ず
楊
に

帰
す
。
時
時　

念お
も

う
こ
と
之
に
及
べ
ば
、
未
だ
嘗
て
㥏
然
（
恥
じ

る
よ
う
す
）
と
し
て
汗
下
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
」（『
素
餐
録
』
三
二

七
条
）
と
陸
王
学
を
学
ん
だ
こ
と
を
後
悔
し
て
い
た
り
す
る
記
述

が
あ
る
。

　

儒
学
を
学
ぶ
に
し
て
も
、
ど
の
学
派
に
拠
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か

ら
な
い
迷
い
の
状
況
だ
っ
た
若
年
時
か
ら
、
壮
年
に
至
っ
て
二
洲

は
よ
う
や
く
「
洛
閩
の
説
」、
す
な
わ
ち
、
朱
子
学
に
従
う
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
と
き
の
歓
喜
に
あ
ふ
れ
た
二
洲
の
心
情
は
、
彼

の
著
述
の
至
る
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
頼
春
水

の
弟
の
頼
春
風
に
宛
て
た
次
の
書
簡
で
あ
る
。

昨
夜
の
臨
、
大
い
に
病
懐
を
慰
む
る
に
足
る
。
謝
々
。
今
朝　

旧
に
依
り
て
蓐
上
に
忽
受
見
借
の
二
程
全
書
、
手
に
信ま

か

せ
て

之
を
翻
す
。
明
道
先
生
の
定
性
説
に
至
り
て
、
沈
潜
反
復
し

て
手
の
舞
い
足
の
蹈
む
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
足
下　

試
み
に

来
た
り
て
叩た

ず

ね
よ
。
我　

復
た
昨
夜
の
尾
藤
生
に
非
ず
。
近

日　

識
と
見
と
自
ら
日
に
一
歩
を
進
む
る
を
覚
ゆ
る
も
、
今
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従
す
る
所
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
支
離
し
て
日
を
曠む

な

し
く
し
て

汎
濫
し
て
月
を
過
ご
す
、
而
し
て
其
の
程
朱
の
言
に
お
け
る

や
半
信
半
疑
な
り
。
既
に
而
し
て
四
書
集
註
・
易
伝
及
び
大マ

マ

極
図
説
・
二
程
全
書
等
の
書
を
読
み
、
信
ず
る
者
益
ま
す
定

ま
り
、
疑
う
者
益
ま
す
解
け
て
、
乃
ち
始
め
て
程
朱
の
言　

深
く
聖
人
の
意
を
得
て
、
而
し
て
万
古
易
う
可
か
ら
ざ
る
者

を
識
る
な
り
。（「
藤
村
合
田
二
老
人
に
与
う
る
書
」
明
和
九

年
（
一
七
七
二
）
八
月
二
八
日
付
）

　

こ
の
書
簡
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
二
洲
が
川
之
江
か
ら
上
坂

し
た
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）、
二
四
歳
の
頃
か
ら
こ
の
「
藤
村

合
田
二
老
人
に
与
う
る
書
」
の
書
か
れ
た
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）

二
六
歳
の
頃
ま
で
に
、
す
で
に
彼
は
朱
子
学
へ
の
沈
潜
を
深
め
て

お
り
、「
程
朱
の
言　

深
く
聖
人
の
意
を
得
」
と
言
う
ま
で
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
ま
す
ま
す
朱
子
学
へ
の
思
い
を
深
め
た
二
洲
は
、
次

の
よ
う
に
言
う
に
至
る
。

学
は
一
な
り
。
何
為
れ
ぞ
正
と
称
す
る
。
世
に
蓋
し
正
な
ら

ざ
る
者
有
れ
ば
な
り
。
何
を
か
正
と
謂
う
。
孔
孟
の
説
く
所
、

程
朱
の
伝
う
る
所
、
是
れ
な
り
。
何
を
か
不
正
と
謂
う
。
陸

王
の
知
覚
を
主
と
し
て
、
陳
葉
の
功
利
を
専
ら
に
す
る
、
是

れ
な
り
。（『
静
寄
軒
集
』
巻
の
六
「
正
学
説
」）

　
「
孔
孟
の
説
く
所
、
程
朱
の
伝
う
る
所
」
を
「
正
」
と
称
す
る

立
場
は
、
後
に
著
わ
さ
れ
た
彼
の
『
正
学
指
掌
』
の
書
名
に
通
じ

る
。
二
洲
に
と
っ
て
、
朱
子
学
こ
そ
「
正
学
」
で
あ
り
、
陸
王
学

そ
の
他
の
学
統
は
異
学
な
の
で
あ
る
。

　

二
洲
は
朱
子
学
を
正
学
と
考
え
る
。
朱
子
学
に
対
す
る
彼
の
こ

の
よ
う
な
傾
倒
ぶ
り
は
何
を
核
と
す
る
も
の
だ
っ
た
か
。
そ
れ
は

朱
子
学
の
理
気
説
で
あ
る
。
何
度
も
引
用
す
る
「
藤
村
合
田
二
老

人
に
与
う
る
書
」
に
お
い
て
、
二
洲
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

蓋
し
僕　

深
く
程
朱
に
服
す
る
所
以
の
者
は
理
気
の
二
字
に

在
り
。
而
し
て
二
公
（
藤
村
合
田
二
老
人
）
の
是ぜ

と
せ
ら
れ

ざ
る
所
以
の
者
も
、
亦
た
此
に
在
る
の
み
。
然
り
と
雖
も
程

朱
の
程
朱
為
る
所
以
は
、
則
ち
唯
だ
此
の
二
字
の
み
。
伏
し

て
願
わ
く
ば
二
公　

其
れ
之
を
裁
せ
よ
。（「
藤
村
合
田
二
老

人
に
与
う
る
書
」）

　

藤
村
直
香
も
合
田
彊
も
と
も
に
読
書
人
だ
っ
た
が
、
朱
子
学
に

は
そ
れ
ほ
ど
思
い
入
れ
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
両
者
に
対
し

て
二
洲
は
朱
子
学
の
神
髄
を
熱
く
語
っ
て
お
り
、
朱
子
学
が
そ
れ

ま
で
の
儒
学
と
相
違
す
る
点
は
こ
の
理
気
説
に
あ
る
と
言
う
の
で
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あ
る
。

　

宋
学
以
前
の
儒
学
に
お
い
て
も
、
当
然
な
が
ら
各
々
の
経
書
は

尊
重
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
基
本
的
に
い
わ
ば
そ
れ
ぞ
れ
別
の

権
威
を
も
つ
書
と
し
て
だ
っ
た
。
朱
熹
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
宋

学
に
至
っ
て
は
じ
め
て
、
一
つ
の
体
系
を
も
つ
儒
学
の
中
に
経
書

が
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
儒
学
の
体

系
化
の
根
幹
を
な
す
理
気
説
は
朱
子
学
理
解
の
核
で
あ
り
、
そ
の

理
気
説
が
二
洲
に
と
っ
て
有
す
る
意
味
の
検
討
は
重
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
章
を
改
め
て
二
洲
か
ら
見
た
朱
子
学
の
理
気
説
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

二
、
尾
藤
二
洲
か
ら
見
た
朱
子
学
の
理
気
説

�

―
特
に
理
に
つ
い
て
―

　

二
洲
が
朱
子
学
に
傾
倒
し
た
の
は
、
朱
子
学
の
根
幹
に
当
た
る

理
気
説
、
特
に
理
に
対
す
る
共
感
が
あ
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。
で
は
、

二
洲
は
朱
子
学
の
理
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
有
し
て
い
た

の
か
。
理
に
対
す
る
二
洲
の
見
解
を
彼
の
著
書
か
ら
引
用
し
て
み

る
。① 

天
命
性
道
教
、
一
以
て
之
を
貫
く
。
曰
く
理
な
り
。（『
素
餐

録
』
一
六
七
条
）

② 

近
世
の
学
者
は
多
く
理
字
を
識
破
せ
ず
、
視
て
以
て
死
字
と

為
す
者
有
り
。
余　

見
る
所
を
以
て
せ
ば
、
天
下
に
理
字
よ

り
神
な
る
こ
と
莫
く
、
理
字
よ
り
妙
な
る
こ
と
莫
し
。
彼
の

い
わ
ゆ
る
死
字
の
理
、及
び
禅
家
の
い
わ
ゆ
る
理
障
の
理
は
、

是
れ
理
の
影
象
な
る
の
み
。（『
素
餐
録
』
二
八
八
条
）

③ 

理
は
即
ち
大マ

マ

極
に
し
て
、
人
に
在
れ
ば
天
命
の
性
為
り
。
理

の
自
然
は
即
ち
命
に
し
て
、
人
に
在
れ
ば
率
性
の
道
為
り
。

…
是こ

こ

を
以
て
洛
閩
の
学
は
窮
理
を
貴
び
て
、
而
し
て
窮
理
の

要
は
理
と
気
と
の
分
を
辨わ

き
まう

る
に
在
り
。
此
れ
に
之こ

れ

明
ら
か

な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
見
る
所
差た

が

い
て
而
し
て
趨
く
所
背
く
。

（『
静
寄
軒
集
』
巻
の
六
「
理
気
説
」）

　

二
洲
に
と
っ
て
理
と
は「
一
以
て
之
を
貫
く
」も
の
で
あ
り
、「
天

下
に
…
神
な
る
こ
と
莫
く
、
…
妙
な
る
こ
と
莫
し
」
と
言
う
べ
き

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
太
極
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
二
洲
が
理
を
尊
重
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
を
以
下

に
述
べ
る
。

　

ま
ず
、
第
一
は
二
洲
の
中
庸
尊
重
の
立
場
で
あ
る
。
換
言
す
れ

ば
、
バ
ラ
ン
ス
重
視
の
立
場
と
も
言
え
る
。
二
洲
は
極
端
に
偏
る

こ
と
を
嫌
う
。
彼
は
『
素
餐
録
』
中
の
道
家
思
想
を
批
判
す
る
箇

所
で
次
の
よ
う
に
言
う
。
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老
荘
の
言
は
高
き
に
似
て
、
而
し
て
其
の
実
は
甚
だ
卑
し
。

畢
竟　

自
私
用
智
を
免
れ
ざ
る
な
り
。
聖
人
の
大
中
至
正
の

道
は
、
則
ち
然
ら
ず
。（『
素
餐
録
』
三
一
九
条
）

　

道
家
思
想
の
言
は
卑
近
で
「
自
私
用
智
」
を
免
れ
ず
、
儒
学
の

「
大
中
至
正
の
道
」と
は
か
け
離
れ
て
い
る
と
彼
は
言
う
。二
洲
は
、

高
卑
の
卑
に
偏
る
の
み
な
ら
ず
公
私
の
私
に
も
偏
っ
た
道
家
思
想

の
立
場
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。儒
学
の
道
を「
大

中
至
正
の
道
」
と
称
す
る
の
は
、
た
と
え
ば
、
伊
藤
仁
斎
も
『
童

子
問
』
巻
の
上
、
第
五
章
で
「
聖
人　

大
中
至
正
の
心
を
以
て
、

大
中
至
正
の
道
を
説
く
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
中
庸
を
重
ん
じ
る

儒
者
た
ち
の
い
わ
ば
常
套
句
で
あ
る
。
た
だ
、
特
に
朱
子
学
を
標

榜
す
る
と
き
に
「
大
中
至
正
」
や
「
中
正
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
多
い（

６
）。

　

二
洲
が
中
庸
を
尊
重
す
る
例
は
、
彼
の
著
書
中
を
見
れ
ば
枚
挙

に
遑
が
な
い
。
た
と
え
ば
、
次
の
例
で
あ
る
。

一
語
一
黙
一
起
一
坐
ノ
微
ニ
至
ル
マ
デ
、
天
理
ニ
循
ヒ
テ
為

レ
バ
、
皆
天
ヲ
モ
テ
称
ス
ベ
シ
。
天
理
ト
ハ
天
然
ノ
則
ナ
リ
。

モ
ロ
モ
ロ
中
ト
イ
ヒ
、
極
ト
イ
ヒ
、
至
善
ト
イ
ヒ
、
性
ノ
自

然
ト
イ
ヒ
、
事
ノ
当
行
ト
イ
フ
類
、
ミ
ナ
コ
ノ
天
然
ノ
則
ヲ

指
テ
イ
ヘ
ル
ナ
リ
。
名
異
ナ
リ
ト
テ
各
別
ノ
物
ト
思
フ
ベ
カ

ラ
ズ
。（『
正
学
指
掌
』
道（

７
））

　

二
洲
に
と
っ
て
重
要
な
理
（
こ
の
引
用
文
で
は
「
天
理
」
と
あ

る
）
は
「
天
然
の
則
」、
す
な
わ
ち
、
最
重
要
の
基
準
で
あ
る
。
中
、

す
な
わ
ち
、
中
庸
や
極
、
至
善
、
性
の
自
然
な
ど
と
も
表
現
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
概
念
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
す
べ

て
同
じ
「
天
然
の
則
」
の
こ
と
を
言
う
と
二
洲
は
考
え
る
。
そ
し

て
、
彼
に
と
っ
て
、
こ
の
「
天
然
の
則
」
が
ま
さ
し
く
朱
子
学
の

神
髄
で
あ
り
、
そ
の
い
わ
ば
言
い
換
え
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
庸

の
概
念
は
二
洲
に
と
っ
て
朱
子
学
の
核
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
重
要
な
中
庸
の
概
念
が
中
国
に
お
い
て
も
日
本
に
お
い
て

も
異
学
に
よ
っ
て
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
と
二
洲
は
批
判
す

る
。『
正
学
指
掌
』
附
録
に
お
い
て
、
ま
ず
中
国
に
つ
い
て
二
洲

は
次
の
よ
う
に
言
う
。
す
な
わ
ち
、
中
国
で
は
陸
象
山
が
「
虚
高

ノ
説
」、
陳
亮
が
「
功
利
ノ
学
」
を
唱
え
、
そ
の
後
、
明
代
に
な
っ

て
王
陽
明
が
出
て
、
陸
象
山
の
説
を
取
り
入
れ
て
「
陽
儒
陰
仏
」、

さ
ら
に
は
「
魏
晋
ノ
雅
尚
清
言
」
に
至
る
。
そ
の
結
果
、「
此
ヨ

リ
学
者
ミ
ナ
心
ヲ
空
虚
ニ
馳
セ
、
実
地
ヲ
践
ム
者
鮮す

く

ナ
カ
リ
シ
カ

バ
、
天
下
ノ
風
俗
モ
壊
レ
ハ
テ
ヽ
、
明
朝
遂
ニ
滅
ビ
ヌ
」
と
い
う

状
態
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
中
国
の
儒
者
が
実
践
か
ら
離
れ
た
空

虚
高
邁
な
学
説
を
説
い
て
ば
か
り
い
た
か
ら
明
朝
が
滅
び
る
に

至
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
日
本
の
学
者
に
つ
い
て
、『
正
学
指
掌
』
附
録
で
二
洲

は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

此
邦
ノ
学
者
ハ
惺
窩
羅
山
以
来
、得
失
互
ニ
ア
リ
シ
カ
ド
モ
、

大
様
正
シ
キ
方
ナ
リ
シ
ニ
、
仁
斎
出
デ
浅
近
ノ
説
始
マ
リ
、

徂
徠
出
デ
功
利
ノ
説
起
リ
、
又
風
流
好
事
ト
ナ
リ
、
又
放
蕩

不
軌
ト
ナ
リ
、
今
ニ
テ
ハ
学
者
ト
イ
フ
モ
ノ
ハ
、
士
人
ニ
歯

セ
ラ
レ
ヌ
コ
ト
ト
ナ
リ
タ
リ
。
是
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ
、
天
下
ノ

風
俗
ニ
係
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
政
ヲ
為
ル
人
ノ
心
ア
ル
ベ
キ
コ

ト
ナ
ラ
ズ
ヤ
。
余
平
生
古
今
ノ
学
者
ヲ
観
ル
ニ
、
漢
土
ノ
人

ハ
高
遠
ニ
馳
セ
易
ク
、
此
邦
ノ
人
ハ
卑
近
ニ
堕
チ
易
シ
。
是

此
邦
ノ
人
ハ
コ
ザ
カ
シ
ク
思
慮
短
キ
故
ナ
リ
。
今
其
高
遠
ナ

ラ
ズ
卑
近
ナ
ラ
ヌ
道
ヲ
学
ビ
ン
ト
思
ハ
ヾ
、
唯
程
朱
ノ
教
ニ

遵
ヒ
テ
学
ブ
ベ
シ
。
自
ラ
大
中
至
正
ノ
路
ヲ
見
得
ル
コ
ト
ア

ラ
ン
。（『
正
学
指
掌
』
附
録
）

　

二
洲
は
、仁
斎
以
降
に「
浅
近
の
説
」、す
な
わ
ち
、卑
近
に
偏
っ

た
学
説
が
出
現
し
た
と
述
べ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
卑
近
で
あ

ろ
う
と
自
私
で
あ
ろ
う
と
中
庸
か
ら
離
れ
て
い
れ
ば
二
洲
は
批
判

す
る
。
ち
な
み
に
卑
近
を
重
ん
じ
る
仁
斎
の
立
場
は
次
の
文
章
か

ら
う
か
が
え
る
。

卑
け
れ
ば
則
ち
自
ら
実
な
り
、高
け
れ
ば
則
ち
必
ず
虚
な
り
。

故
に
学
問
は
卑
近
を
厭
う
こ
と
無
し
。
卑
近
を
忽
せ
に
す
る

者
は
、
道
を
識
る
者
に
非
ざ
る
な
り
。（『
童
子
問
』
巻
の
上
、

第
二
四
章
）

　

ま
た
、
徂
徠
学
に
対
し
て
も
、
二
洲
は
功
利
に
の
み
偏
っ
て
お

り
、
道
徳
方
面
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
と
批
判
す
る
。
二
洲
の
言

う
功
利
と
は
、
具
体
的
に
は
政
治
を
重
視
す
る
徂
徠
の
立
場
を
指

し
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
二
洲
は
言
う
。『
正
学
指
掌
』

附
録
に
お
い
て
、「
…
左
レ
バ
其
学
（
徂
徠
学
）
タ
ヾ
理
民
ノ
術

ノ
ミ
ニ
テ
、
自
己
ノ
身
心
ハ
置
テ
問
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。
故
ニ
身
ニ
非

法
ノ
事
ヲ
為
レ
ド
モ
恥
ト
セ
ズ
」
と
二
洲
が
言
う
の
は
そ
の
意
味

で
あ
る
。
ち
な
み
に
政
治
重
視
に
偏
る
徂
徠
の
立
場
は
、
徂
徠
自

身
の
以
下
の
文
章
か
ら
う
か
が
え
る
。

尤
聖
人
の
道
に
も
身
を
修
候
事
も
有
之
候
へ
共
、
そ
れ
は
人

の
上
に
立
候
人
は
、
身
の
行
儀
悪
敷
候
へ
ば
、
下
た
る
人
侮

り
候
て
信
服
不
申
候
事
、
人
情
の
常
に
て
御
座
候
故
、
下
た

る
人
に
信
服
さ
す
べ
き
為
に
身
を
修
候
事
に
て
、
兎
角
は
天

下
国
家
を
治
め
候
道
と
申
候
が
聖
人
の
道
の
主
意
に
て
御
座

候
。（『
徂
徠
先
生
答
問
書
』
上（

８
））
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徂
徠
に
と
っ
て
、
聖
人
の
道
と
は
、「
天
下
国
家
を
治
め
候
道
」、

す
な
わ
ち
、
政
治
で
あ
り
、
修
身
、
す
な
わ
ち
、
道
徳
も
重
要
で

は
あ
る
が
、
そ
れ
は
治
政
者
の
道
徳
意
識
が
低
け
れ
ば
下
位
の
地

位
に
あ
る
者
の
信
頼
が
薄
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
道
徳
そ
の
も
の
が

重
要
と
言
う
よ
り
も
、
政
治
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
の
方
が
重
要

な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
徂
徠
に
あ
っ
て
は
、
道
徳
は
あ
く
ま
で

も
政
治
に
従
属
す
る
も
の
と
し
て
の
補
助
的
な
位
置
づ
け
で
あ

る（
９
）。

先
の
『
正
学
指
掌
』
の
引
用
で
、
二
洲
は
「
政
ヲ
為
ル
人
ノ

心
ア
ル
ベ
キ
コ
ト
ナ
ラ
ズ
ヤ
」
と
述
べ
て
い
た
か
ら
、
政
治
の
重

要
性
は
確
か
に
二
洲
も
承
認
し
て
い
る
。
し
か
し
、
偏
っ
て
い
て

は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
二
洲
は
、
卑
近
に
も
高
遠
に
も
偏
ら
な

い
こ
と
こ
そ
が
正
し
い
「
道
」
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
道
」、

す
な
わ
ち
、「
大
中
至
正
ノ
路
」
は
朱
子
学
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
の
だ
と
彼
は
考
え
て
い
た
。

　

以
上
、
二
洲
が
理
を
尊
重
す
る
第
一
の
理
由
に
つ
い
て
考
察
し

た
。
次
に
第
二
の
理
由
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
み
ず
か
ら
の
実
践
の

根
拠
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。『
素

餐
録
』
に
お
い
て
二
洲
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

忠
孝
を
論
ず
る
に
、
性
命
に
原も

と

づ
か
ざ
れ
ば
、
忠
孝
も
亦
た

本
根
無
し
。
本
根
無
き
者
は
恃た

の

む
可
か
ら
ず
。
性
命
の
理　

明
ら
か
な
れ
ば
、
而
し
て
忠
孝
の
行　

窮
ま
り
無
し
。
夫
れ

溝
澮
の
盈
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
其
の
涸か

る
る
を
見
る
。
凡
そ
物

の
本
有
る
を
貴
ぶ
所
以
な
り
。（『
素
餐
録
』
三
八
一
条
）

　

忠
孝
の
実
践
を
進
め
る
に
は
、性
と
命
と
を
根
拠
に
す
べ
き
で
、

そ
れ
で
な
け
れ
ば
恃
む
に
足
り
な
い
と
二
洲
は
言
う
。「
溝
澮
の

盈
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
其
の
涸
る
る
を
見
る
」
と
は
、『
孟
子
』
離

婁
章
句
下
に
「
苟も

し
本
無
か
ら
為
め
ば
、
七
八
月
の
間
に
雨
集
ま

り
て
、
溝
澮
皆
な
盈
つ
る
も
、
其
の
涸
る
る
や
、
立
ち
て
待
つ
可

き
な
り
。
故
に
声
聞　

情
に
過
ぐ
る
は
、
君
子
は
之
を
恥
づ
」
と

あ
る
の
に
基
づ
く
。
こ
れ
は
、
も
し
そ
こ
に
水
源
が
な
け
れ
ば
、

雨
が
降
り
続
く
と
溝
が
一
杯
に
な
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
し
て
も
、

い
っ
た
ん
雨
が
降
ら
な
く
な
れ
ば
す
ぐ
に
涸
れ
る
よ
う
に
、
根
本

が
し
っ
か
り
し
て
い
な
け
れ
ば
、
虚
名
の
み
が
残
っ
て
し
ま
う
こ

と
を
言
う
。

　

ま
た
、
同
じ
く
『
素
餐
録
』
に
お
い
て
、
二
洲
は
次
の
よ
う
に

も
言
う
。

〔『
孟
子
』
離
婁
章
句
上
に
〕「
天
下
の
本
は
国
に
在
り
、
国

の
本
は
家
に
在
り
、
家
の
本
は
身
に
在
り
」
と
。
是
れ
孟
子　

切
近
に
時
人
を
警
醒
す
る
の
語
な
り
。
其
の
本
を
修
め
ず
、

唯
だ
末
を
之こ

れ

務
む
。
吾　

其
の
能
く
為
す
こ
と
無
き
を
知

る
。（『
素
餐
録
』
三
九
二
条
）
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こ
ち
ら
も
『
孟
子
』
に
基
づ
い
て
、
根
本
を
修
め
る
こ
と
の
重

要
性
を
述
べ
る
。
以
上
の
例
で
は
「
理
」
の
語
は
見
ら
れ
な
い
も

の
の
、
道
徳
的
実
践
に
当
た
っ
て
、
二
洲
が
そ
の
根
本
、
あ
る
い

は
そ
の
根
拠
を
尊
重
し
て
い
る
こ
と
は
う
か
が
え
る
。

　

前
向
き
に
実
践
を
進
め
る
た
め
の
根
拠
の
設
定
は
、
あ
る
意
味

で
ど
の
思
想
家
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
仁
斎
は
仁
な
ど
の

浅
近
な
道
徳
、
徂
徠
は
先
王
の
道
、
朱
子
学
で
は
理
に
実
践
の
根

拠
を
求
め
た
。
思
想
家
の
立
場
の
相
違
は
、
い
わ
ば
実
践
の
根
拠

を
ど
こ
に
求
め
る
の
か
と
い
う
相
違
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
理
に

実
践
の
根
拠
を
求
め
る
朱
子
学
が
他
の
学
派
よ
り
も
優
越
す
る
点

は
何
か
。
齋
藤
希
史
は
、
朱
子
学
が
儒
学
に
理
気
二
元
論
な
ど
の

原
理
論
を
立
て
た
り
、
儒
学
の
入
門
書
と
し
て
四
書
を
定
め
た
り

し
た
こ
と
、
つ
ま
り
、
朱
子
学
が
儒
学
を
シ
ス
テ
ム
化
し
た
こ
と

が
重
要
だ
と
指
摘
す
る）

1（
（

。
す
な
わ
ち
、
シ
ス
テ
ム
論
と
し
て
整
っ

た
朱
子
学
を
教
学
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
で
、
江
戸
幕
府
は
社
会

の
秩
序
化
の
道
筋
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
が
可
能
だ
っ
た

の
は
そ
も
そ
も
朱
子
学
が
学
問
と
政
治
と
を
関
連
さ
せ
る
性
格
を

有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
関
連
を
決
定
づ
け
る
中
心
的
概

念
が
理
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
理
を
根
拠
と
す
る
の
が
朱
子
学

者
た
る
二
洲
の
立
場
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
そ
の
二
洲
の
立
場
と
懐
徳
堂
の
立
場
と
は
ど
の
よ
う
な

点
が
同
じ
で
ど
の
点
が
相
違
し
て
い
た
の
か
。
次
章
で
は
そ
の
問

題
を
検
討
す
る
。

三
、
尾
藤
二
洲
か
ら
見
た
懐
徳
堂
朱
子
学

　

上
述
し
た
よ
う
に
、
二
洲
は
朱
子
学
派
の
儒
者
で
あ
る
。
そ
の

二
洲
か
ら
見
た
懐
徳
堂
の
学
風
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
二
洲
が
彼
の
郷
里
川
之
江
で
学
ん
で
い
た
と
き
の
師
宇

田
川
楊
軒
に
宛
て
た
書
簡
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

下
拙
儀
も
近
来
大
い
に
程
朱
の
学
に
得
る
事
御
座
候
て
、
頻

り
に
見
台
を
た
た
き
正
学
中
興
を
志
し
申
す
事
に
候
。
唯
だ

浪
華
は
軽
薄
の
風
俗
、
人
物
多
き
よ
う
に
候
え
共
、
末
技
の

人
の
み
に
て
、
大
道
に
目
を
つ
け
申
す
人
こ
れ
な
く
、
下
拙

理
気
を
主
張
す
れ
ど
も
、
北
海
の
メ
ッ
コ
ウ
ク
ダ
キ
（
遠
慮

の
な
い
批
判
）
を
も
ろ
う
よ
り
外
、
誰
あ
り
て
我
を
知
る
者

御
座
な
く
候
。中
井
善
太
徳
次
と
て
二
人
こ
れ
有
り
候
え
共
、

家
世
の
朱
学
、
諸
学
に
昧
く
候
故
、
固
よ
り
相
謀
り
為
す
に

足
ら
ず
候
。
…
当
時
浪
華
に
在
り
て
、
同
志
の
人
は
頼
千
秋

兄
弟
二
人
の
み
に
て
、
其
の
他
は
北
海
の
家
説
を
守
株
し
、

或
は
伯
起
が
指
揮
に
従
う
者
に
て
、
皆
謂
わ
ゆ
る
人
に
よ
り

て
功
を
成
す
者
、
数
う
る
に
足
ら
ず
候
。（
宇
田
川
楊
軒
宛

二
洲
書
簡
、
年
不
詳
九
月
一
八
日
付）

11
（

）
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「
中
井
善
太
徳
次
と
て
二
人
こ
れ
有
り
候
え
共
、
家
世
の
朱
学
、

諸
学
に
昧
く
候
」
と
あ
る
か
ら
、
中
井
竹
山
・
履
軒
兄
弟
の
頃
の

懐
徳
堂
の
学
風
は
朱
子
学
を
主
と
す
る
も
の
だ
と
い
う
認
識
が
二

洲
に
は
あ
っ
た
。
た
だ
、「
固
よ
り
相
謀
り
為
す
に
足
ら
ず
候
」

と
述
べ
る
よ
う
に
、
二
洲
ら
近
世
後
期
朱
子
学
派
の
儒
者
か
ら
す

れ
ば
、
懐
徳
堂
の
朱
子
学
が
自
分
た
ち
の
立
場
と
完
全
に
一
致
す

る
も
の
だ
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
い
。
書
簡
の
後
部
に
、「
当
時

浪
華
に
在
り
て
、
同
志
の
人
は
頼
千
秋
兄
弟
二
人
の
み
に
て
」
と

二
洲
は
述
べ
て
お
り
、
当
時
の
大
坂
で
は
同
じ
く
近
世
後
期
朱
子

学
派
の
頼
春
水
兄
弟
の
み
が
二
洲
と
そ
の
朱
子
学
的
立
場
を
共
有

す
る
儒
者
だ
と
彼
は
認
識
し
て
い
た
。

　

二
洲
が
み
ず
か
ら
の
朱
子
学
的
立
場
と
は
相
違
し
て
、
懐
徳
堂

の
朱
子
学
を
純
粋
の
も
の
だ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
も
う
一
例
を
挙
げ
る
。

此
地
（
大
坂
）
ノ
様
子
中
々
正
学
ハ
行
ハ
レ
不
申
候
、
タ
ト

ヒ
行
ハ
レ
候
て
も
、
此
地
ハ
遠
方
ノ
学
生
参
ら
ぬ
も
の
ニ
候

ヘ
ハ
、
其
化
町
人
ノ
内
ヲ
不
出
候
、
其
上
懐
徳
兄
弟
ノ
学
終

ニ
当
地
ノ
盟
ヲ
主
ル
ヘ
ク
見
ヘ
申
候
、
乍
去
一
時
ノ
寄
セ
易

ク
又
文
辞
博
学
等
ノ
為
ニ
ハ
此
モ
亦
宜
ク
候
。（
頼
杏
坪
宛

二
洲
書
簡
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
二
月
一
日
付）

12
（

）

　
「
懐
徳
兄
弟
」
と
は
中
井
竹
山
・
履
軒
兄
弟
の
こ
と
で
、
懐
徳

堂
が
当
時
の
大
坂
に
お
け
る
儒
学
の
盟
主
的
存
在
だ
っ
た
こ
と
が

語
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
や
は
り
「
此
地
ノ
様
子
中
々
正
学
ハ
行

ハ
レ
不
申
候
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、懐
徳
堂
の
朱
子
学
が「
正
学
」、

す
な
わ
ち
、
二
洲
に
と
っ
て
の
朱
子
学
と
は
相
違
す
る
も
の
だ
と

の
認
識
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

二
洲
と
同
じ
近
世
後
期
朱
子
学
派
の
頼
春
水
も
懐
徳
堂
朱
子
学
を

純
粋
の
朱
子
学
と
は
見
て
い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
二
洲
や
春
水
か
ら
純
粋
の
朱
子
学
と
は
見
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
懐
徳
堂
朱
子
学
の
立
場
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
二
洲
や
春
水
と
も
交
流
が
深

く
、
当
時
の
懐
徳
堂
朱
子
学
を
代
表
す
る
存
在
だ
っ
た
履
軒
の
考

え
を
見
て
み
よ
う
。
履
軒
に
よ
る
経
学
研
究
の
代
表
的
著
述
で
あ

る
『
論
語
逢
原
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

商
賈
の
家
は
万
貨
紛
紛
に
し
て
、
必
ず
帳
籍
有
り
て
以
て
之

を
統す

ぶ
。
其
の
部
を
立
て
門
を
分
く
る
は
、
家
い
え
各
お
の

法
有
り
て
徽
号
（
は
た
じ
る
し
）
は
同
じ
か
ら
ず
。
同
業
者

と
雖
も
、
東
家
の
人
は
西
家
の
帳
を
理お

さ

む
能
わ
ず
、
西
家
も

亦
た
然
り
。
夫
れ
帳
籍
の
便
利
は
、
彼　

豈
に
自
ら
尽
く
さ

ざ
ら
ん
や
。
然
り
而
し
て
猶
人
面
の
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。

天
理
・
人
欲
は
、
程
張
家
の
徽
号
な
り
。
此
れ
を
持
て
以
て
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孔
孟
家
の
張マ

マ

（
帳
―
筆
者
注
）
を
理
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
必

ず
合
わ
ざ
る
者
有
り
。
故
に
学
者
は
先
に
孔
孟
家
の
張マ

マ

（
帳

―
筆
者
注
）
に
熟
し
て
其
の
徽
号
を
得
る
に
若
く
は
弗
し
。

程
張
家
の
徽
号
の
若
き
は
必
ず
し
も
理
あ
ら
ず
。（『
論
語
』

雍
也
篇
、
回
や
其
の
心
三
月
仁
に
違
わ
ず
章
の
『
論
語
集
注
』

「
仁
と
は
、
心
の
徳
な
り
。
心　

仁
に
違
わ
ざ
る
者
は
、
私

欲
無
く
し
て
其
の
徳
有
る
な
り
」
部
分
の
『
論
語
逢
原）

13
（

』）

　
「
私
欲
」、
す
な
わ
ち
「
人
欲
」
の
語
を
使
用
し
て
注
釈
す
る
朱

子
に
対
し
て
、
履
軒
は
「
天
理
」
や
「
人
欲
」
な
ど
の
朱
子
学
用

語
は
あ
く
ま
で
も
朱
子
学
独
自
の
用
語（
引
用
文
中
で
は「
徽
号
」）

で
あ
り
、
そ
の
朱
子
学
的
世
界
の
中
で
は
一
応
の
論
理
の
完
結
は

み
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
用
語
を
孔
子
や
孟
子
の
著
書
を
解

す
る
た
め
に
用
い
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
そ
れ
は

商
売
を
生
業
と
す
る
家
々
で
そ
れ
ぞ
れ
の
帳
簿
が
あ
り
、
商
家
ご

と
の
帳
簿
作
成
の
作
法
に
は
習
熟
し
て
い
て
も
、
別
の
家
の
帳
簿

を
見
れ
ば
、
ま
っ
た
く
そ
の
つ
け
方
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
も
の

だ
と
履
軒
は
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
朱
子
学
の
理
気
説
が
如
何
に

体
系
的
理
論
を
備
え
て
い
て
も
、
そ
の
理
論
で
『
論
語
』
や
『
孟

子
』
な
ど
の
経
書
を
解
す
べ
き
で
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

履
軒
の
『
論
語
逢
原
』
か
ら
も
う
一
例
を
取
り
上
げ
る
。

仁
者
の
憂
え
ざ
る
は
、
其
の
安
き
所
有
る
を
以
て
な
り
。〔
集

註
に
言
う
よ
う
に
〕「
理　

私
に
勝
つ
」
が
若
き
は
、
言
う

に
足
ら
ざ
る
者
有
り
。
且
つ
「
理　

私
に
勝
つ
」
と
は
、
是

れ
程
子
以
後
の
言
な
り
。
孔
子
の
時
に
、
未
だ
是
の
説
有
ら

さ
る
な
り
。
当
に
据
り
て
孔
子
の
書
を
解
す
べ
か
ら
ず
。
勇

者
の
懼
れ
ざ
る
も
、亦
た
唯
だ
其
の
果
決
を
以
て
す
る
の
み
。

〔
孟
子
に
言
う
よ
う
に
〕「
気　

道
義
に
配
す
る
」
が
若
き
は
、

是
れ
孟
子　

創
む
る
所
の
工
夫
な
り
。
孔
子
の
時
に
、
未
だ

是
の
説
有
ら
ざ
る
な
り
。
亦
た
当
に
据
り
て
孔
子
の
書
を
解

す
べ
か
ら
ず
。（『
論
語
』
子
罕
篇
、
知
者
は
惑
わ
ず
、
仁
者

は
憂
え
ず
、
勇
者
は
懼
れ
ず
章
の
『
論
語
集
註
』「
明
は
以

て
理
を
燭て

ら
す
に
足
る
、
故
に
惑
わ
ず
。
理
は
以
て
私
に
勝

つ
に
足
る
、
故
に
憂
え
ず
。
気
は
以
て
道
義
に
配
す
る
に
足

る
、
故
に
懼
れ
ず
。
此
れ
学
の
序
な
り
」
部
分
の
『
論
語
逢

原
』）

　
「
理
」
の
語
を
用
い
た
朱
子
の
解
釈
に
対
し
て
、「
理
」
の
語
は

あ
く
ま
で
も
程
子
以
後
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
用
語
で
あ

り
、
そ
の
用
語
を
使
用
し
て
『
論
語
』
を
解
す
る
こ
と
は
適
切
で

は
な
い
と
こ
こ
で
も
履
軒
は
述
べ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
履
軒
の
解
釈
を
見
れ
ば
、
彼
が
「
理
」
や
「
人

欲
」
な
ど
の
朱
子
学
用
語
を
使
用
す
る
こ
と
に
批
判
的
立
場
で
あ

尾藤二洲の朱子学と懐徳堂の朱子学と ― 藤居岳人

29



る
こ
と
が
容
易
に
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
履
軒
の
立
場
の
み

を
見
れ
ば
、
朱
子
学
を
批
判
す
る
立
場
か
ら
経
書
を
解
釈
し
て
、

古
義
学
・
古
文
辞
学
を
確
立
し
た
仁
斎
や
徂
徠
の
立
場
と
そ
れ
ほ

ど
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
、「
理
」
の
語
を
用
い

た
解
釈
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
仁
斎
も
徂
徠
も
と
も
に
批
判
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
仁
斎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

① 

専
ら
理
を
以
て
之
を
断
ぜ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
其
の
説　

愈
い
よ
長
く
し
て
、
実
を
去
る
こ
と
愈
い
よ
遠
し
。（『
童
子

問
』
巻
の
上
、
第
四
一
章
）

② 

凡
そ
事　

専
ら
理
に
依
り
て
断
決
す
れ
ば
、
則
ち
残
忍
酷
薄

の
心
勝
ち
て
、
貫
裕
仁
厚
の
心
寡
な
し
。（『
童
子
問
』
巻
の

中
、
第
六
五
章
）

③ 

蓋
し
道
は
行
な
う
所
を
以
て
言
う
、
活
字
な
り
。
理
は
存
す

る
所
を
以
て
言
う
、
死
字
な
り
。
聖
人
は
道
を
見
る
こ
と
や

実
、
故
に
其
の
理
を
説
く
こ
と
や
活
。
老
氏
は
道
を
見
る
こ

と
や
虚
、
故
に
其
の
理
を
説
く
こ
と
や
死
。
…
吾　

故
に
曰

く
、
後
世
の
儒
者　

理
を
以
て
主
と
為す

る
者
は
、
其
の
本
と

老
氏
よ
り
来
る
が
為
な
り
。（『
語
孟
字
義
』
巻
の
上
、
理
・

第
二
条
）

　

続
い
て
徂
徠
も
理
を
批
判
し
て
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

① 

人
柄
の
能
人
も
、
学
問
い
た
し
候
へ
ば
人
柄
悪
敷
成
候
事
多

く
御
座
候
は
、
皆
朱
子
流
理
学
の
害
に
て
御
座
候
。（『
徂
徠

先
生
答
問
書
』
上
）

② 

理
学
の
過
は
い
づ
れ
も
皆
小
量
に
成
、
蟹
の
甲
に
似
せ
て
穴

を
ほ
る
ご
と
く
、
何
事
を
も
皆
己
が
身
ひ
と
つ
に
思
ひ
取
候

故
、
聖
人
の
道
は
国
天
下
を
治
め
候
道
と
申
事
を
ば
い
つ
の

ま
に
か
忘
れ
は
て
、
偶
治
国
平
天
下
の
業
を
論
候
に
も
、
只

其
理
を
知
る
心
計
に
な
り
、是
を
行
ふ
上
に
は
心
付
不
申
候
。

（『
徂
徠
先
生
答
問
書
』
下
）

　

以
上
の
よ
う
な
仁
斎
や
徂
徠
に
よ
る
理
批
判
の
立
場
と
履
軒
の

理
批
判
の
立
場
と
を
比
較
す
れ
ば
、
両
者
と
も
に
そ
の
立
場
は
共

通
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
懐
徳
堂
朱
子
学
が
二
洲
や
春
水
ら

近
世
後
期
朱
子
学
派
の
儒
者
か
ら
「
純
な
ら
ず
」
な
ど
と
朱
子
学

的
立
場
に
対
す
る
疑
い
の
目
を
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
程

度
う
な
ず
け
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
た
だ
、
五
井
蘭
洲
に
『
非
物

篇
』、
中
井
竹
山
に
『
非
徴
』
が
あ
る
よ
う
に
、
懐
徳
堂
学
派
の

儒
者
は
基
本
的
に
は
反
徂
徠
学
の
立
場
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
朱

子
学
を
主
と
す
る
立
場
だ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
理
」
の
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語
に
対
す
る
立
場
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
尾
藤
二
洲
ら
近

世
後
期
朱
子
学
派
の
儒
者
と
懐
徳
堂
の
儒
者
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
は
相
違
が
あ
る
。
こ
の
両
者
は
ど
の
よ
う
な
点
で
朱
子
学
的

立
場
を
共
有
し
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
点
で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を

異
に
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
共
通
点
と
相
違
点
と
に
つ
い

て
、「
理
」
の
語
に
関
す
る
立
場
と
は
別
の
観
点
に
つ
い
て
次
章

で
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

四
、
尾
藤
二
洲
と
懐
徳
堂
と
の
立
場
の
異
同

　

尾
藤
二
洲
や
頼
春
水
ら
近
世
後
期
朱
子
学
派
の
儒
者
に
如
何
に

「
純
な
ら
ざ
る
」
朱
子
学
と
評
さ
れ
よ
う
と
、
懐
徳
堂
は
や
は
り

基
本
的
に
朱
子
学
的
立
場
だ
っ
た
。
ま
ず
、
両
者
の
共
通
す
る
側

面
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

上
述
し
た
よ
う
に
、
二
洲
が
理
を
尊
重
し
た
の
は
偏
ら
ず
中
庸

を
保
持
す
る
点
と
前
向
き
な
実
践
に
つ
な
げ
る
た
め
の
根
拠
と
な

り
え
る
点
と
だ
っ
た
。
仁
斎
は
卑
近
の
尊
重
、
徂
徠
は
功
利
の
尊

重
の
立
場
か
ら
中
庸
を
保
持
し
て
い
な
か
っ
た
が
故
に
、
二
洲
は

両
者
を
批
判
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、

履
軒
の
経
学
研
究
を
見
れ
ば
、
確
か
に
二
洲
が
重
視
す
る
理
の
概

念
に
対
し
て
は
批
判
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
懐
徳
堂
の
儒
者
た
ち

も
二
洲
ら
と
同
様
に
、偏
ら
ず
中
庸
を
尊
重
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。

　

一
例
と
し
て
、「
修
己
治
人
」
の
概
念
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の

概
念
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
儒
者
と
し
て
誰
も
が
尊
重
す
る
基

本
的
概
念
で
あ
る
。
た
だ
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
修
己
と
治
人
と
の

両
者
を
同
程
度
に
尊
重
す
る
儒
者
ば
か
り
か
と
言
え
ば
決
し
て
そ

う
で
は
な
く
、
む
し
ろ
修
己
と
治
人
と
の
両
者
の
ど
ち
ら
か
に
重

き
を
置
く
場
合
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
仁
斎
は
人
々
の
自
然
な
仁

愛
の
情
を
重
視
す
る
が
故
に
、
む
し
ろ
「
修
己
」
の
概
念
を
重
視

し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
徂
徠
は
「
治
人
」、
す

な
わ
ち
、
政
治
重
視
で
あ
り
、
そ
の
点
が
近
世
後
期
朱
子
学
派
の

儒
者
か
ら
「
功
利
」
と
批
判
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
懐
徳
堂
の
儒
者
は
修
己
と
治
人
と
の
双
方
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

尊
重
す
る
立
場
だ
っ
た）

1（
（

。

　

ま
た
、
二
洲
が
理
を
尊
重
し
た
の
は
前
向
き
な
実
践
に
つ
な
が

る
側
面
に
眼
を
向
け
た
か
ら
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
、『
正
学
指
掌
』

に
お
い
て
二
洲
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

格
物
致
知
等
ノ
説
ヲ
能
ク
言
フ
ノ
ミ
ニ
テ
、
読
書
講
義
ノ
実

工
夫
ナ
キ
ハ
、
是
モ
程
朱
ノ
教
ニ
従
フ
ト
イ
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。

（『
正
学
指
掌
』
致
知
）

　

朱
子
学
に
お
け
る
「
格
物
致
知
」
の
理
論
を
強
調
す
る
の
み
で

は
不
十
分
で
、「
実
工
夫
」、
す
な
わ
ち
、
実
践
が
伴
う
も
の
で
な
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け
れ
ば
真
の
朱
子
学
と
は
言
え
な
い
と
二
洲
は
述
べ
る
。
こ
の
場

合
、
二
洲
が
言
う
実
践
と
は
「
読
書
講
義
」、
す
な
わ
ち
、
学
問

で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
懐
徳
堂
の
儒
者
た
ち
も
同
じ
く
具
体
的
実
践
を
重
視

す
る
。
た
と
え
ば
、
中
井
竹
山
は
懐
徳
堂
第
四
代
学
主
と
し
て
老

中
の
松
平
定
信
に
『
草
茅
危
言
』
を
献
呈
す
る
な
ど
、
政
治
的
実

践
を
重
視
し
て
い
る）

15
（

。
確
か
に
懐
徳
堂
の
儒
者
は
理
の
概
念
に
対

し
て
は
批
判
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
践
重
視
と
い
う
立
場
は
二

洲
と
共
通
し
て
い
る
と
言
え
る
。
た
だ
、
そ
の
実
践
の
内
容
が
二

洲
と
懐
徳
堂
の
儒
者
と
で
は
や
や
相
違
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
見
れ
ば
、
二
洲
と
懐
徳
堂
と
の
立
場
は
朱
子
学
と
い
う
大
枠

の
立
場
を
共
有
し
つ
つ
、
そ
の
大
枠
の
中
で
実
践
す
る
内
容
が
相

違
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
だ
と
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
た

と
い
理
に
対
し
て
批
判
的
立
場
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
仁
斎
や
徂

徠
が
理
を
批
判
す
る
立
場
と
懐
徳
堂
の
履
軒
が
理
を
批
判
す
る
立

場
と
で
は
そ
も
そ
も
根
本
的
立
場
が
相
違
し
て
い
る
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
「
理
」
の
語
に
対
す
る
立
場
は
相
違
し
て
い
た
が
、
実
践
重
視

の
立
場
を
共
有
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
二
洲
ら
近
世
後
期
朱
子
学
派

の
儒
者
ら
と
懐
徳
堂
の
儒
者
た
ち
と
の
交
流
は
密
だ
っ
た
と
も
言

え
る
。
そ
し
て
、
両
者
は
反
徂
徠
学
の
立
場
も
共
有
し
、
治
人
の

み
を
重
視
す
る
徂
徠
学
を
功
利
に
偏
る
と
批
判
し
、
修
己
の
重
要

性
を
説
い
た
。
た
だ
し
、
二
洲
ら
の
説
く
修
己
は
、
み
ず
か
ら
の

道
徳
的
修
養
を
中
心
と
す
る
学
問
的
実
践
が
中
心
だ
っ
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
懐
徳
堂
の
儒
者
、
特
に
竹
山
の
考
え
る
修
己
は
、
自

己
を
修
め
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
他
者
を
治
め
る
こ
と
で
も
あ
る
と

い
っ
た
社
会
全
体
に
対
す
る
意
識
を
基
底
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。

つ
ま
り
、
懐
徳
堂
の
儒
者
は
、
近
世
後
期
朱
子
学
派
の
儒
者
に
比

べ
て
、よ
り
政
治
的
実
践
を
重
視
し
て
い
る
と
言
え
る
。し
た
が
っ

て
、
政
治
的
実
践
（
治
人
的
実
践
）
を
重
視
す
る
側
面
か
ら
言
え

ば
、
懐
徳
堂
儒
学
の
立
場
は
徂
徠
学
に
近
い
。
し
か
し
、
上
述
し

た
よ
う
に
徂
徠
が
あ
く
ま
で
も
治
人
の
み
を
重
視
す
る
の
に
対
し

て
、
懐
徳
堂
儒
学
は
修
己
と
治
人
と
の
双
方
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
実

践
す
る
こ
と
を
尊
重
す
る
立
場
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
政
治
的
実
践
を
尊
重
す
る
懐
徳
堂
儒
学
の
立
場

は
、
実
は
朱
子
学
の
創
始
者
で
あ
る
朱
熹
の
立
場
と
重
な
る
。
朱

熹
は
有
名
な
「
玉
山
講
義
」
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

須
く
是
れ
格
物
・
致
知
・
誠
意
・
正
心
・
修
身
よ
り
し
て
之

を
推
し
、
以
て
家
を
斉と

と
のえ

国
を
治
め
、
以
て
天
下
を
平
治
す

可
き
に
至
る
べ
し
。
方ま

さ

に
是
れ
正
当
の
学
問
な
り
。（『
朱
子

文
集
』
巻
七
四
）

　

朱
熹
に
と
っ
て
は
、
道
徳
的
実
践
が
政
治
的
実
践
に
連
続
し
て
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は
じ
め
て
「
正
当
の
学
問
」
な
の
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
朱

熹
も
一
九
歳
で
科
挙
に
及
第
し
て
か
ら
約
四
〇
年
に
わ
た
る
官
僚

生
活
の
間
、
祠
禄
官
（
名
目
上
は
道
観
な
ど
の
管
理
が
任
務
だ
が
、

実
質
的
に
は
任
地
に
赴
任
せ
ず
、
俸
給
だ
け
を
得
て
い
る
状
況
）

の
時
期
が
長
か
っ
た
も
の
の
、
主
簿
や
知
事
な
ど
の
地
方
官
を
中

心
に
約
九
年
間
に
わ
た
っ
て
行
政
官
を
務
め
て
い
る
。
言
う
ま
で

も
な
く
、
科
挙
制
度
が
普
及
し
た
宋
代
以
降
の
儒
者
は
、
官
僚
と

し
て
政
治
に
携
わ
る
こ
と
が
本
来
の
立
場
で
あ
り
、
み
ず
か
ら
の

儒
学
は
政
治
実
践
の
た
め
の
基
礎
的
教
養
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
特

に
宋
代
以
降
で
は
、
政
治
的
実
践
が
中
国
の
儒
者
に
と
っ
て
主
た

る
任
務
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

16
（

。

　

再
度
、
二
洲
ら
近
世
後
期
朱
子
学
派
の
儒
者
と
竹
山
ら
懐
徳
堂

の
儒
者
と
を
比
較
す
れ
ば
、
確
か
に
両
者
と
も
に
具
体
的
実
践
の

重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
前
者
は
儒
者
の
具
体
的
実

践
の
中
心
的
内
容
を
道
徳
教
育
と
考
え
て
お
り
、
政
治
に
直
接
的

に
携
わ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
み
ず
か
ら
の
地
位
を
政

治
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
社
会
の
道
徳
教
化
、
す
な
わ
ち
、
教
育

的
分
野
に
限
定
し
て
い
た）

17
（

。
そ
れ
に
対
し
て
、
後
者
は
儒
者
の
職

務
は
、
本
来
、
政
治
の
直
接
的
担
当
者
だ
と
い
う
気
概
を
も
っ
て

い
た
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
、
竹
山
が
松
平
定
信
に
『
草
茅
危
言
』

を
提
出
し
た
こ
と
は
既
述
し
た
。
そ
の
『
草
茅
危
言
』
で
は
、
学

校
制
度
の
改
革
の
み
な
ら
ず
、
物
価
や
米
相
場
な
ど
に
関
す
る
経

済
政
策
、
同
じ
く
内
政
課
題
と
し
て
松
平
定
信
政
権
時
に
に
わ
か

に
重
要
に
な
っ
て
き
た
対
朝
廷
問
題
へ
の
言
及
、
ま
た
、
こ
ち
ら

も
松
平
定
信
政
権
時
に
問
題
化
し
て
き
た
対
外
政
策
に
関
連
し
た

朝
鮮
外
交
や
対
ロ
シ
ア
対
策
と
も
言
え
る
蝦
夷
地
問
題
へ
の
言
及

な
ど
、
当
時
の
政
治
的
課
題
に
幅
広
く
言
及
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

二
洲
ら
近
世
後
期
朱
子
学
派
の
儒
者
に
比
べ
て
、
懐
徳
堂
の
儒
者

の
方
が
、
政
治
的
実
践
を
重
ん
じ
る
本
来
の
朱
子
学
の
性
格
に
よ

り
近
い
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
と
は
い

え
、
竹
山
が
懐
徳
堂
学
主
を
務
め
て
い
た
時
期
は
、
実
際
に
彼
ら

儒
者
が
政
治
に
携
わ
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
か
ら
、
彼
ら
懐
徳
堂

の
儒
者
の
気
概
は
現
実
に
は
具
体
的
実
践
と
し
て
結
実
す
る
に
は

至
ら
な
か
っ
た）

18
（

。

　

以
上
の
検
討
か
ら
す
れ
ば
、
官
僚
と
し
て
直
接
的
に
政
治
に
関

わ
っ
た
朱
熹
の
思
想
的
立
場
に
ど
ち
ら
が
近
い
か
は
自
明
だ
ろ

う
。
近
世
後
期
朱
子
学
派
の
儒
者
は
、
み
ず
か
ら
の
朱
子
学
を

「
純
」、
懐
徳
堂
の
朱
子
学
を
「
純
な
ら
ず
」
と
し
て
い
る
が
、
そ

れ
は
理
気
説
を
堅
持
す
る
観
点
か
ら
見
れ
ば
そ
う
な
の
で
あ
っ

て
、
政
治
的
実
践
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
実
は
懐
徳
堂

の
朱
子
学
の
方
が
「
純
」
だ
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に

　

幕
末
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
儒
者
た
ち
が
実
際
に
政
治
に
関
与

す
る
度
合
い
が
増
し
て
く
る
。
た
と
え
ば
、
備
中
松
山
藩
の
藩
政

改
革
を
執
政
と
し
て
取
り
仕
切
っ
た
山
田
方
谷
然
り
、
福
井
藩
主

松
平
春
嶽
の
も
と
で
幕
政
改
革
に
携
わ
っ
た
横
井
小
楠
然
り
で
あ

る）
19
（

。
彼
ら
は
朱
子
学
に
も
親
し
む
一
方
、
陽
明
学
的
要
素
も
も
ち

あ
わ
せ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
現
在
、
我
々
は
往
々
に
し
て
当
時
の

儒
者
を
朱
子
学
者
・
陽
明
学
者
と
い
う
よ
う
に
分
類
し
て
し
ま
い

が
ち
だ
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
彼
ら
自
身
が
み
ず
か
ら
を
朱
子
学

者
や
陽
明
学
者
と
明
確
に
自
認
し
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。
特
に
幕
末
期
に
あ
っ
て
は
、
む
し
ろ
実
際
の
政
治
的
実

践
に
当
た
っ
て
、
朱
子
学
・
陽
明
学
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
に

そ
れ
ぞ
れ
に
有
用
な
考
え
を
採
用
し
て
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然

で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

2（
（

。

　

現
実
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
が
本
来
の
朱
子
学
・
陽
明
学
の
最

も
重
要
な
目
的
で
あ
り
、
性
即
理
説
・
心
即
理
説
は
現
実
に
関
わ

る
た
め
の
い
わ
ば
基
礎
理
論
あ
る
い
は
手
段
で
あ
る
。
性
即
理
説

に
従
わ
な
い
か
ら
と
言
っ
て
「
純
な
ら
ざ
る
」
朱
子
学
だ
と
い
う

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
懐
徳
堂
の
儒
学
が
修
己
と
治
人
と
を
と
も

に
尊
重
す
る
立
場
を
堅
持
し
つ
つ
、
現
実
の
政
治
実
践
に
関
わ
る

立
場
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
は
、
懐
徳
堂
の
儒
学
が
実
は
真
に

「
純
」
た
る
朱
子
学
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

上
述
の
よ
う
に
、
幕
末
期
の
儒
者
た
ち
は
朱
子
学
や
陽
明
学
な

ど
、
後
世
に
分
類
さ
れ
る
枠
組
み
を
超
え
て
、
彼
ら
み
ず
か
ら
の

立
場
に
拠
り
つ
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
現
実
の
政
治
に
参
画
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
彼
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
が
現

実
の
政
治
実
践
に
活
か
さ
れ
る
「
実
学
」
に
な
っ
て
い
た
と
言
っ

て
良
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
懐
徳
堂
最
盛
期
の
竹
山
・
履

軒
の
頃
は
ま
だ
実
際
の
政
治
に
参
画
す
る
ま
で
に
は
時
代
が
至
っ

て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
竹
山
・
履
軒
の
時
期
に
お
け
る
懐

徳
堂
の
実
学
は
、
い
わ
ば
理
念
と
し
て
の
実
学
の
段
階
だ
っ
た
。

し
か
し
、
現
実
の
政
治
実
践
を
志
向
す
る
心
情
は
こ
の
時
期
の
懐

徳
堂
に
す
で
に
芽
生
え
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
幕
末
期
に
お
け
る

真
の
実
学
に
至
る
道
筋
を
す
で
に
懐
徳
堂
は
切
り
開
き
か
け
て
い

た
と
言
っ
て
よ
い
。

　

後
に
幕
府
に
お
け
る
寛
政
異
学
の
禁
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た

尾
藤
二
洲
や
古
賀
精
里
ら
と
の
交
流
、
広
島
藩
儒
と
な
っ
た
頼
春

水
や
熊
本
藩
儒
の
藪
孤
山
、
薩
摩
藩
儒
の
赤
崎
海
門
ら
地
方
藩
の

藩
儒
と
の
交
流
な
ど
、
大
坂
に
お
け
る
儒
学
の
拠
点
と
し
て
懐
徳

堂
の
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。
懐
徳
堂
の
朱
子
学
が
た

と
い
理
念
と
し
て
の
実
学
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
し
て

も
、
近
世
儒
学
思
想
史
の
中
で
懐
徳
堂
の
儒
者
が
果
た
し
た
役
割
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の
思
想
史
的
意
義
に
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
幕
末
期
に
は

朱
子
学
や
陽
明
学
な
ど
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
真
の
実
学
が

実
現
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
懐
徳
堂
の
儒
学
が
い
わ
ば
朱

子
学
・
陽
明
学
を
融
合
し
て
、
真
の
実
学
、
真
の
儒
学
を
形
成
す

る
先
鞭
を
つ
け
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
と
考
え
る
。

注（
１
） 

頼
祺
一
『
近
世
後
期
朱
子
学
派
の
研
究
』（
渓
水
社
、
一
九
八
六
年
）

を
参
照
。

（
２
） 

白
木
豊
『
尾
藤
二
洲
伝
』（
尾
藤
二
洲
伝
頒
布
会
、
一
九
七
九
年
）、
頼

祺
一
前
掲
書
等
を
参
照
。

（
３
） 『
静
寄
軒
集
』
巻
の
五
所
収
。『
静
寄
軒
集
』
の
底
本
は
、『
詩
集
日
本

漢
詩
』
第
七
巻
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
）
所
収
の
も
の
を
使
用
す

る
。
な
お
、
以
下
の
書
き
下
し
文
中
の
（　

）
は
、
そ
の
前
の
語
の
意

味
を
表
わ
し
、〔　

〕
は
、
文
意
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
筆
者

が
補
っ
た
語
で
あ
る
。

（
４
） 『
素
餐
録
』
の
底
本
は
、『
徂
徠
学
派
』（
日
本
思
想
大
系
、
三
七
巻
、

岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）
所
収
の
原
文
を
使
用
す
る
。
訓
読
は
筆
者
。

な
お
、
題
言
は
二
洲
が
昌
平
坂
学
問
所
儒
官
に
な
っ
た
寛
政
三
年
（
一

七
九
一
）、
二
洲
四
五
歳
の
と
き
に
記
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
実
際
に
本

書
を
撰
し
た
の
は
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
九
月
、
二
洲
三
一
歳
頃
の

こ
と
ら
し
い
。

（
５
） 

春
風
館
所
蔵
「
尾
藤
翁
書
牘
」
二
巻
。
頼
祺
一
「
尾
藤
二
洲
の
書
翰
（
そ

の
一
）」（『
尾
道
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
一
八
号
、
一
九
六
九
年
）
に

翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
を
引
用
。
原
漢
文
。
訓
読
は
筆
者
。

（
６
） 

二
洲
と
同
じ
く
朱
子
学
を
標
榜
し
た
懐
徳
堂
学
派
の
五
井
蘭
洲
も
中
庸

を
重
ん
じ
る
。
蘭
洲
は
『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
上
巻
に
お
い
て
、「
若
し

孔
孟　

之
（
陸
王
学
や
禅
荘
な
ど
の
異
端
の
学
）
を
視
れ
ば
、
則
ち
必

ず
之
が
為
に
長
大
息
す
る
の
み
。無
偏
無
党
中
正
の
道
に
如
か
ず
。蕩
々

平
々
と
し
て
唯
だ
聖
賢
の
遺
訓
を
以
て
切
と
す
る
の
み
」
と
述
べ
て
、

中
正
を
尊
重
す
る
聖
人
の
道
を
標
榜
す
る
の
は
朱
子
学
だ
け
だ
と
説
い

て
い
る
。

（
７
） 『
正
学
指
掌
』
の
底
本
は
、『
素
餐
録
』
と
同
じ
く
『
徂
徠
学
派
』（
日

本
思
想
大
系
、
三
七
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）
所
収
の
原
文
を

使
用
す
る
。
訓
読
は
筆
者
。
な
お
、『
正
学
指
掌
』
初
稿
本
の
自
序
は

二
洲
三
三
歳
頃
の
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
記
さ
れ
て
お
り
、『
徂

徠
学
派
』
は
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
刊
本
を

底
本
と
し
て
い
る
。

（
８
） 『
徂
徠
先
生
答
問
書
』
は
『
日
本
倫
理
彙
編
』
巻
の
六
（
育
成
会
、
一

九
〇
二
年
）
所
収
本
を
底
本
と
す
る
。
以
下
、
同
じ
。

（
９
） 
つ
い
で
な
が
ら
、
徂
徠
は
朱
子
学
の
理
気
説
を
批
判
す
る
立
場
だ
が
、

そ
の
徂
徠
学
の
立
場
に
つ
い
て
も
二
洲
は
批
判
す
る
。
徂
徠
の
弟
子
太

宰
春
台
の
『
聖
学
問
答
』
に
対
し
て
、
二
洲
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

太
宰
ガ
国
字
ニ
テ
著
ハ
セ
ル
書
ニ
、
聖
学
問
答
ト
イ
フ
ア
リ
。
…
其
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語
気
、
全
ク
狂
人
ノ
何
ヤ
ラ
ン
口
ニ
任
セ
テ
、
カ
シ
コ
ゲ
ニ
言
チ
ラ

ス
ニ
異
ナ
ラ
ズ
。
其
中
ニ
復
性
復
初
ノ
説
ヲ
誹
リ
タ
ル
ガ
如
キ
、
思

ヒ
出
ル
毎
ニ
覚
エ
ズ
飯
ヲ
噴
コ
ト
ナ
リ
。（『
正
学
指
掌
』
附
録
）

（
10
） 
齋
藤
希
史
『
漢
文
脈
と
近
代
日
本
』（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
、
二
〇
一

四
年
。
も
と
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
七
年
）
第
一
章
「
漢
文
の

読
み
書
き
は
な
ぜ
広
ま
っ
た
の
か
」
を
参
照
。
齋
藤
が
言
う
よ
う
に
、

シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
教
育
を
考
え
る
場
合
、
理
は
最
も
シ
ス
テ
ム
化
し

や
す
い
概
念
の
一
つ
だ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
11
） 

引
用
し
た
宇
田
川
楊
軒
宛
二
洲
書
簡
は
、
注
２
白
木
前
掲
書
八
六
頁
～

八
七
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
書
簡
の
所
蔵
は
未
詳
。
白

木
前
掲
書
三
一
〇
頁
～
三
一
一
頁
に
、
別
の
宇
田
川
楊
軒
宛
二
洲
書
簡

が
引
か
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
「
宇
田
川
綾
氏
提
供
」
と
あ
る
。
宇
田

川
綾
氏
と
は
、
恐
ら
く
川
之
江
在
住
の
、
宇
田
川
楊
軒
の
子
孫
の
方
だ

ろ
う
。
白
木
は
楊
軒
の
子
孫
の
方
か
ら
書
簡
等
の
資
料
提
供
を
受
け
て

白
木
前
掲
書
を
執
筆
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
本
稿
に
引
用
し
た
書

簡
も
あ
る
い
は
宇
田
川
綾
氏
提
供
の
資
料
の
可
能
性
が
あ
る
。

（
12
） 

春
風
館
所
蔵
「
尾
藤
翁
書
牘
」
二
巻
。
頼
祺
一
「
尾
藤
二
洲
の
書
翰
（
そ

の
二
）」（『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
九
巻
一
号
、
一
九
七
〇
年
）

に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
を
引
用
。

（
13
） 

原
漢
文
。
訓
読
は
筆
者
。
以
下
、『
論
語
逢
原
』
か
ら
の
引
用
は
、
関

儀
一
郎
編『
日
本
名
家
四
書
註
釈
全
書
』六
巻　

論
語
部
四（
鳳
出
版
・

一
九
七
三
年
、
も
と
東
洋
図
書
刊
行
会
・
一
九
二
二
～
一
九
三
〇
年
）

所
収
の
『
逢
原
』
に
拠
る
。
な
お
、
中
井
履
軒
自
筆
本
（
大
阪
大
学
附

属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
）
に
よ
っ
て
誤
字
を
改
め
る
と
き
は
「
誤マ

字マ

（
正
し
い
文
字
―
筆
者
注
）」
と
記
す
。

（
14
） 

懐
徳
堂
の
儒
者
の
う
ち
、
中
井
竹
山
が
修
己
と
治
人
と
の
双
方
を
尊
重

す
る
立
場
だ
っ
た
こ
と
は
、
拙
稿
「
中
井
竹
山
が
め
ざ
し
た
も
の
」（『
懐

徳
堂
研
究
』
五
号
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。

（
15
） 

修
己
を
基
底
と
し
つ
つ
社
会
全
体
に
対
す
る
責
任
感
を
も
と
に
し
た
現

実
の
政
治
実
践
に
資
す
る
治
人
の
た
め
の
学
問
を
竹
山
は
「
実
学
」
と

考
え
て
い
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
井
竹
山
と
実
学
と
」（『
懐

徳
』
八
三
号
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

（
16
） 

官
僚
と
し
て
の
朱
子
の
政
治
的
実
践
に
つ
い
て
は
、
衣
川
強
『
宋
代
官

僚
社
会
史
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
第
四
章
「
官
僚
朱
熹

―
朱
子
小
伝
―
」
を
参
照
。

（
17
） 

頼
祺
一
前
掲
書
の
「
結
語
」
に
お
い
て
、
頼
祺
一
は
近
世
後
期
朱
子
学

派
の
思
想
と
実
践
に
つ
い
て
ま
と
め
て
言
及
す
る
。
そ
の
な
か
で
、
彼

ら
の
朱
子
学
思
想
の
社
会
的
意
義
は
教
育
・
教
化
の
側
面
に
限
定
さ
れ

る
と
述
べ
る
。
同
著
二
八
六
頁
～
二
八
七
頁
を
参
照
。

（
18
） 

実
際
に
政
治
に
携
わ
っ
て
い
た
儒
者
と
し
て
、
竹
山
が
活
躍
し
て
い
た

時
期
で
は
、
寛
政
三
博
士
の
一
人
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
天
領
の
常

陸
の
代
官
を
務
め
た
岡
田
寒
泉
の
例
も
あ
る
。
ま
た
、
や
や
時
代
は
下

る
が
、
広
島
藩
の
三
次
郡
な
ど
の
代
官
を
約
一
六
年
間
に
わ
た
っ
て
務

め
た
頼
杏
坪
（
頼
春
水
の
弟
）
の
例
も
あ
る
。
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九

懐徳堂研究　第 8 号　平成 29 年 2 月 28 日

36



世
紀
初
め
に
か
け
て
は
、
少
数
な
が
ら
徐
々
に
儒
者
が
政
治
へ
参
画
す

る
道
筋
が
見
え
て
き
た
時
代
と
言
っ
て
よ
い
。

（
19
） 
ま
た
、
眞
壁
仁
『
徳
川
後
期
の
学
問
と
政
治
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
七
年
）で
は
、昌
平
坂
学
問
所
の
儒
官
だ
っ
た
古
賀
家
三
代（
古

賀
精
里
・
侗
庵
・
謹
堂
）
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
、
昌
平
坂
学
問
所
で

儒
学
を
学
ん
だ
「
儒
吏
」
た
ち
が
幕
末
に
か
け
て
幕
政
に
参
画
し
て
ゆ

く
様
相
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
該
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
儒
吏
」

た
ち
の
政
治
参
与
は
、
竹
山
や
履
軒
が
活
躍
し
た
時
期
よ
り
も
や
や
下

る
。

（
20
） 

注
15
の
前
掲
拙
稿
「
中
井
竹
山
と
実
学
」
を
参
照
。
ま
た
、
源
了
圓
『
実

学
思
想
の
系
譜
』（
講
談
社
、
一
九
八
六
年
）「
幕
末
志
士
の
悲
願
」
の

章
で
は
、
幕
末
の
志
士
た
ち
に
共
通
す
る
態
度
と
し
て
、
学
問
と
実
践

と
が
結
び
つ
く
こ
と
、
政
治
と
学
問
の
統
一
、
学
者
と
武
士
と
を
兼
ね

る
こ
と
に
言
及
す
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
学
問
を
何
か
の
学
派
に
属
さ

せ
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
意
味
が
な
く
、
彼
ら
の
学
問
に
対
す
る
志
向
を
実

学
的
志
向
と
呼
ぶ
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。

（
本
論
考
は
、
平
成
二
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究

Ｃ
「
懐
徳
堂
学
派
に
お
け
る
儒
教
の
展
開
に
関
す
る
研
究
―
朱
子

学
・
陽
明
学
の
折
衷
か
ら
融
和
へ
―
」〔
研
究
代
表
者
・
藤
居
岳

人
、
課
題
番
号
二
六
三
七
〇
〇
四
九
〕
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
）

尾藤二洲の朱子学と懐徳堂の朱子学と ― 藤居岳人
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